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こ
の
度
、
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
青
嵐
荘
つ
く
し
園
の
吉
田
で
す
。
私

は
、
芳
香
会
の
奨
学
金
制
度
を
利
用
さ

せ
て
頂
き
、
理
学
療
法
士
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
に
就
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
人
事
で
要
職
を

担
う
事
と
な
り
、
感
謝
と
責
任
感
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、
責
任
を
持
つ

べ
き
範
囲
が
大
き
く
変
わ
っ
た
事
や
、

日
々
変
化
す
る
多
様
な
事
に
、
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
な
ど
戸
惑
う
事
が
多
く

あ
り
ま
す
。
全
体
を
捉
え
る
視
点
を
持

つ
事
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
は

で
き
な
い
事
を
み
ん
な
で
補
い
合
い
な

が
ら
、
ご
利
用
者
が
安
心
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
邁
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
つ
く
し
園 

吉
田
課
長
） 

  

 

こ
の
度
、
青
嵐
荘
療
護
園
へ
の
異
動

に
伴
い
副
施
設
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。 管

理
職
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
、
ま

さ
に
「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
」
で
一

杯
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
長
き
に

わ
た
り
介
護
お
よ
び
相
談
業
務
に
従
事

し
て
き
て
繋
が
り
の
深
い
療
護
園
の
一

員
と
し
て
、
再
び
勤
務
で
き
る
こ
と
が

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。 

 

今
後
は
、
施
設
経
営
お
よ
び
組
織
運

営
に
対
し
高
い
意
識
を
持
つ
と
共
に
、

ご
利
用
者
支
援
、
職
員
育
成
等
を
巡

り
、
管
理
職
と
い
う
立
場
か
ら
こ
れ
ま

で
以
上
に
広
い
視
野
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
就
任
時
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
日
々
誠
実
に
仕
事
に
励
む
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
の
で
、 

ど
う
か
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
療
護
園 

大
塚
副
施
設
長
） 

令
和
二
年
度
、
新
た
な
管
理
職
か
ら
の
抱
負 

 

芳
香
会
へ
入
職
し
十
五
年
目
と
な
り

ま
す
。
始
め
は
青
嵐
荘
ケ
ア
・
ア
シ
ス

タ
ン
ス
の
事
務
員
と
し
て
業
務
を
行
い

ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
六
月
よ
り
現

在
の
青
嵐
荘
療
護
園
で
庶
務
全
般
の
業

務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。
療
護
園
へ

異
動
し
た
当
初
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｅ
Ｐ
Ａ

候
補
生
の
対
応
に
加
え
て
施
設
の
改
築

工
事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
初
め
て
の
経
験
で
、
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
大
変
有
意
義
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
す
た
め

に
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
外
国
人
留

学
生
の
育
成
を
開
始
し
、
継
続
的
に
施

設
で
受
入
れ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

外
国
人
雇
用
の
施
策
は
こ
こ
数
年
で
激

変
し
、
在
留
資
格
制
度
や
宗
教
の
理
解

な
ど
覚
え
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
世
界
貢
献
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
療
護
園 

土
堂
課
長
） 

 

芳
香
会
に
相
談
員
と
し
て
入
職
し
て

十
数
年
、
こ
の
間
素
晴
ら
し
い
環
境
と

た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
常
に
ご
指
導
頂

い
た
上
司
と
心
強
い
同
僚
の
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が
在
る

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
、
青
嵐
荘
ケ
ア
・
ア
シ
ス
タ

ン
ス
の
統
括
課
長
を
拝
命
し
施
設
の
運

営
や
経
営
、
職
員
育
成
・
管
理
、
職
場

環
境
の
設
定
な
ど
、
自
ら
の
果
た
す
べ

き
役
割
や
職
責
の
重
さ
を
認
識
し
て
い

ま
す
。
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
で
す

が
、
例
え
失
敗
し
て
も
前
を
向
い
て
進

め
る
よ
う
、
自
分
ら
し
さ
も
大
切
に
、

成
長
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

何
よ
り
、
今
度
は
私
が
職
員
へ
素
晴

ら
し
い
環
境
と
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
ご
利
用

者
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
心
の
こ
も
っ
た

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 

（
ケ
ア 

加
藤
統
括
課
長
） 

※写真中央 
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ご
利
用
者
様
と
一
緒
に
布
マ
ス
ク
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
利
用
者
様
は
職
員
と
一
緒
に
布
を
選
び
、

マ
ス
ク
の
ヒ
モ
通
し
と
袋
詰
め
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
は
法
人
内
の
施
設

で
販
売
し
、
売
り
上
げ
は
野
菜
や
花
の
苗
の

購
入
費
の
一
部
に
あ
て
て
い
ま
す
。
カ
ラ
フ

ル
な
柄
で
『
可
愛
い
』 

と
好
評
で
す
。 

 

ご
利
用
者
様
の
活
動
の
際
、
飛
沫
防
止
の
た
め

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
り
、
職
員
は

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
し
て
援
助
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
リ
袋
を
使
い
職
員

用
の
手
作
り
ガ
ウ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
作
り

方
も
難
し
く
な
く
、
短
時
間
で
完
成
し
ま
す
。 

 

①
食
事
の
工
夫 

対
面
に
な
ら
な
い
よ
う
テ
ー
ブ
ル
に
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
後
の
歯
磨
き
も
飛

沫
防
止
で
う
が
い
に
変
更
し
ま
し
た
。 

②
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
使
っ
て 

看
護
師
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
感
染
予
防
対
策
の

話
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ど
の
く
ら
い
飛
沫
が 

飛
ぶ
か
ク
イ
ズ
も
行
い
ま
し
た
。 

 

⒇
高
齢
者
施
設 

⒇
障
害
者
施
設 

⒇
保
育
園 

視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く 

ア
イ
テ
ム
を
使
っ
て 

ご
利
用
者
様
も
一
緒
に 

 

各
施
設
で
取
り
組
ん
で
い
る
感
染
拡
大
防
止
策
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 
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 私の１年目の意気込みは３つあります。 

 １つ目は仕事を早く覚える事です。働き始めて約３ヶ月経ちましたが、私一人

で出来る事が限られてしまっているので、早く仕事を覚え、独り立ちが出来るよ

うに頑張りたいです。 

 ２つ目はご利用者との信頼関係を築く事です。ご利用者の性格や過去等を知っ

て少しでも信頼関係を築けるよう頑張りたいです。 

 ３つ目は体調管理に気をつける事です。私たちにとっては軽度の風邪であって

もご利用者へうつってしまった場合、重度になってしまう事もあります。そうな

らない為にも私自身、体調管理には十分気をつけていきたいです。 

 ４月から１年目をスタートして２ヶ月が経ちました。子どもたちと関わること

は楽しくて、成長を見られた時には喜びを感じます。そして、保育士の子どもへ

の関わりが子どもの気持ちや発達に影響を与えるので、保育士の役割の重要さを

さらに感じました。 

 私は子どもの気持ちに寄り添える保育士になりたいと考えています。そのため

に、子どもの目線に立ち、子どもの発した言葉に耳を傾けて気持ちを考えていき

たいです。 

まだまだ未熟者ですが、精一杯頑張りますので、宜しくお願い致します。  

（青嵐荘特別養護老人ホーム） 

（たま保育園） 

 私は、今年の四月に牛ヶ谷保育園の保育士として働き始めて二ヶ月が経ちまし

た。四月の頃と比べて段々と慣れてきていることを感じますが、不安なこともま

だあります。ですが、先輩方が熱心に優しく教えてくださるため頑張ろうという

気持ちになり、毎日楽しく仕事させていただいています。一年目は子どもと深く

関わっていき、子どもの気持ちに寄り添っていくことを目標に頑張っていきたい

と思います。また、様々な職種の方々と連携を取り良い保育を行っていけるよう

に日々精進していきたいと思います。  

（牛ヶ谷保育園） 

 

芳
香
会
で
は
今
年
度
十
名
の
新
任
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

今
号
で
は
新
任
職
員
に
意
気
込
み
や
目
標
を
伺
い
ま
し
た
。 

 私は、保育士アシスタントして１年目に頑張りたいことが2つあります。 

 １つ目は、子どもたちについてよく知ることです。子どもの名前や顔はもちろ

んですが性格などの内面を知り、その子どもにあった声掛け方法などを身につけ

ていきたいです。 

 ２つ目は、子どもの視点に合わせてコミュニケーションをとることです。子ど

もの目線と同じ高さで、笑顔でコミュニケーションをとれるようにしていきたい

です。 

（牛ヶ谷保育園） 

（青嵐荘療護園） 

 私の目標は、笑顔で利用者の想いに寄り添って支援をすることです。 

 そのためにも、施設での一日の流れや業務内容を理解し、積極的に行動するこ

とができるように頑張りたいです。また、個々の利用者の状態に応じた安全で安

心な介助方法を理解し、実施したいです。但し、私は日本語がまだ上手くできな

いので利用者には分かりにくい部分もあると思いますが、職員の皆様の 

指導を受けながら利用者と上手くコミュニケーションをとりたいです。まだ分か

らない事が沢山あり、迷惑をかけるかもしれませんが、精一杯頑張りますので、

宜しくお願い致します。 



 

 

（青嵐荘つくし園） 
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 ４月から看護学生として、芳香会病院青嵐荘療育園の一員となり、約２ヶ月が

過ぎました。今年は新型コロナウイルスの影響もあり、学校開始が延期となり、

学業に対する不安もたくさんありますが、人の気持ちを考えて行動することがで

きる看護師を目指して勉学に励みたいです。 

 また、初めて経験することもたくさんあり、皆さんにご迷惑をおかけしてしま

うことがあると思いますが、少しでも早く仕事に慣れ、利用者様やご家族に安心

して頂けるよう精いっぱい頑張ります。よろしくお願いします。 

 私が頑張りたいことは２つあります。 

１つ目は准看護師になるまでに利用者様の特徴を知り、介助方法を学ぶことで

す。介助を行っていく中で、利用者様の仕草や癖などの特徴を知り、安心・安全

な介助を行っていけるよう頑張っていきたいと思います。また、利用者様に信頼

されるような声掛けや介助を行っていきたいと思います。 

２つ目は准看護学生として看護について詳しく知り、技術について学ぶことで

す。准看護師になるためには、病気や薬のことを把握しておく必要や、看護技術

について知る必要があるので、先生の話をよく聞き基礎看護等を学んでいきたい

です。また学んでいく中で安心・安全を目指し、技術を学んでいきたいと思いま

す。 

 

（芳香会病院青嵐荘療育園） 

 令和２年４月１日付けで入職し、早２ヶ月が過ぎました。入職当時は緊張のな

かで、仕事をしていましたが、ご利用者や先輩職員から、優しい言葉をかけて頂

き、今では緊張もほぐれ、楽しく過ごしています。 

 私は利用者支援をする中で、安心安全な介助が大切だと考えています。基本的

な知識をより深く理解する為にも業務内容やご利用者に合わせた介助方法を理解

し、習得できるよう努力していきたいと思います。ご利用者が笑顔で過ごせるよ

うに、今後も頑張っていきたいと思います。まだまだ分からない事もあり、ご利

用者の皆様にはご迷惑をお掛けすると思いますが、精一杯頑張りますので宜しく

お願い致します。 

（青嵐荘ケア・アシスタンス） 

（青嵐荘つくし園） 

⒇
高
齢
者
施
設 

⒇
障
害
者
施
設 

⒇
保
育
園 

 1年目をスタートして私の目標は専門職としての仕事をしていくことです。介

護の仕事は介護を行う側の知識や技術不足でご利用者の負担になる可能性があり

ます。その為、ご利用者一人一人の身体状況や認知状況を把握した介護を行い、

専門職として安心・安全なサービス提供が出来るように努めたいです。また、介

護に対する「きつい、汚い、危険」の３Kというイメージも変えていきたいと思

います。介護の仕事にはご利用者からの「感謝」があることや支援が上手くいっ

たときの「感動」があること、そして「幸福」になれることの３Kだと私は思っ

ています。この考えが少しでも多くの方に理解される社会になるよう、介護の仕

事に携わっていきたいです。 

 4月から新人研修が始まり、生活課での現場実習を1か月させていただきまし

た。その中で、利用者様とのコミュニケーションや生活の様子、身体状況などを

学ばせていただきました。この知識を活かして利用者様が健康で楽しく、それぞ

れが目標としていることを達成できるように努めていきたいと思います。まだま

だ、知識や技術が足りずご迷惑をおかけしてしまうことがありますが、自分自身

の目標を持ち、1日1日を大切にして成長していきたいと思います。そして、利

用者様や職員の皆様から、必要とされる理学療法士になれるように頑張ります。 

（芳香会病院青嵐荘療育園） 
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働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て 

 

青
嵐
荘
ケ
ア
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
の
衛
生
委
員
会
は
職
員

数
が
常
時
五
十
名
を
超
え
た
た
め
、
平
成
十
三
年
か
ら
労

働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
を
行
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

発
足
当
初
の
活
動
は
、
職
員
の
疾
病
予
防
や
環
境
整

備
、
職
場
の
危
険
箇
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
職

員
の
健
康
管
理
や
職
場
の
安
全
確
保
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
二
十
五
年
六
月
に
厚
生
労
働
省

か
ら
出
さ
れ
た
腰
痛
予
防
対
策
指
針
に
基
づ
き
、
リ
ハ
ビ

リ
職
員
と
共
同
し
た
腰
痛
予
防
対
策
に
力
を
注
ぎ
活
動

し
、
実
際
に
腰
痛
保
持
者
数
の
減
少
と
い
っ
た
実
績
を
出

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
平
成
二
十
七
年
十
二
月
か

ら
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
義
務
化
さ
れ
、
当
施
設

も
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
重
要
視
し
、
チ
ェ
ッ
ク
を

利
用
し
た
職
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
制
度
に
よ
り
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
と
な
り
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
が
事
故
や
災
害
に

結
び
つ
か
な
い
よ
う
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
指
導
等
を

行
う
こ
と
も
取
り
組
む
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

当
事
業
所
の
衛
生
委
員
会

の
活
動
目
標
は
「
働
き
た
く

な
る
職
場
の
創
造
」
で
す
。

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と

に
、
今
後
も
新
た
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
を
含
め
積
極
的

に
委
員
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

（
ケ
ア 

加
藤
） 

 
 

 

よ
り
よ
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て  

  

青
嵐
荘
蕗
の
と
う
舎
で
は
職
員
五
十
人
以
上
の
事
業

所
に
設
置
義
務
の
あ
る
、
衛
生
委
員
会
を
今
年
度
よ
り

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
衛
生
委
員
会
の
目
的
に
は
職
員
の

衛
生
管
理
と
健
康
の
保
持
増
進
、
快
適
な
職
場
環
境
の

確
立
が
目
的
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

衛
生
管
理
と
一
言
で
申
し
て
も
、
職
場
内
に
は
多
く

の
分
野
が
衛
生
管
理
に
関
係
し
、
衛
生
委
員
が
そ
の
分

野
の
専
門
家
に
な
る
事
は
非
常
に
困
難
で
す
。
職
場
に

と
っ
て
必
要
な
取
り
組
み
か
ど
う
か
的
確
に
判
断
し
、

現
場
の
実
態
を
把
握
し
、
職
員
や
外
部
の
専
門
家
の
意

見
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
職
場
の
環
境
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
で
、
職
場
に
も
職
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
作
り
の
み
行
う

わ
け
に
は
い
か
ず
、
施
設
に
は
ご
利
用
者
が
生
活
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
者
の
安
心
・
安
全
な
生
活
が
前

提
に
あ
り
、
そ
の
中
で
い
か
に
職
員
の
衛
生
を
保
ち
、

働
き
や
す
い
職
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
近

年
、
目
の
前
の
事
象
の
整
理
（
ハ
ー
ド
面
）
で
済
む
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
や
悩
み

な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応
も
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
本
当
に
働
き
や

す
い
職
場
と
は
何
か
、
組
織
と

し
て
持
続
可
能
な
運
営
方
法
は

ど
の
よ
う
な
形
な
の
か
を
日
々

模
索
し
な
が
ら
、
安
全
衛
生
活

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

（
蕗
の
と
う
舎 

石
田
） 

衛
生
委
員
会
の
目
的
と
役
割 

 
 

 

当
法
人
で
は
現
在
五
つ
の
事
業
所
が
衛
生
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
五
十
人
以
上
の
事

業
場
に
は
労
働
安
全
衛
生
法
第
十
八
条
に
よ

り
、
衛
生
委
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
労
働
者
の
危

険
や
健
康
障
害
の
防
止
、
健
康
の
保
持
増
進
の

為
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
一

方
、
五
十
人
未
満
の
事
業
場
に
は
衛
生
委
員
会

の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
労
働
安
全
衛

生
規
則
第
二
十
三
条
の
二
に
よ
り
、
関
係
労
働

者
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
機
会
を
設
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生

は
、
そ
れ
だ
け
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

衛
生
委
員
会
は
、
事
業
者
が
指
名
す
る
次
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
総
括
安
全
衛

生
管
理
者
ま
た
は
事
業
場
に
お
け
る
事
業
の
統

括
管
理
者
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
②
衛
生

管
理
者
③
産
業
医
④
労
働
者
の
う
ち
衛
生
に
関

す
る
経
験
を
持
つ
者
で
す
。 

こ
れ
ら
の
方
々
の
活
動
で
す
が
、
簡
潔
に
言
え

ば
事
業
場
の
衛
生
環
境
や
労
働
者
の
健
康
保
持

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
調
査
審
議

を
行
い
、
そ
の
報
告
や
事
業
者
に
対
す
る
意
見

を
述
べ
る
の
が
衛
生
委
員
会
で
す
。
ま
さ
に
労

働
者
の
安
全
と
健
康
の
確
保
の
為
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
法
人
本
部 

西
村
） 



 

 

 

「
二
〇
二
〇
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。 

 

常
日
頃
か
ら
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
し
た

が
今
回
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は
、
新
た
に
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
、
通
所
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
予
防
策
の
対

応
に
加
え
、
外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
三
密
（
密
集
、
密

接
、
密
閉
）
を
避
け
る
た
め
、
大
勢
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
や
レ

ク
活
動
な
ど
も
自
粛
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
し
い
活
動
を
導

入
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
何
が
で
き
る
か
を
模
索
し
認

知
症
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
に
繋
げ
ら
れ
る
個
別
で
取
り
組
め
る

活
動
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
た
。 

 

ご
利
用
者
が
個
々
で
取
り
組
め
る
も
の
を
「
テ
ー
マ
」

に
、
自
分
た
ち
が
子
供
の
頃
に
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
だ
ゲ
ー

ム
や
玩
具
な
ど
、
昭
和
を
感
じ
さ
せ
る
ア
イ
テ
ム
を
準
備
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
活
動
を
始
め
て
み
る
と
み
な
さ
ん
予

想
以
上
に
集
中
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
お
り
ま
す
。 

 

以
前
か
ら
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
形
に
な
ら
な

か
っ
た
個
別
の
活
動
で
し
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
策
を
講

じ
る
中
で
実
を
結
ぶ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
対
策
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
新
し
い
活
動
も
継
続
し
、
こ
れ
か

ら
も
ご
利
用
者
個
々
で
も
楽
し
く
取
り
組
め
る
活
動
メ

ニ
ュ
ー
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
藤
本
） 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
芳
春
の

い
え
・
輝
希
の
い
え
で
も
外

泊
・
面
会
・
買
い
物
の
自
粛

や
四
月
下
旬
～
五
月
中
旬
に

か
け
て
の
日
中
活
動
事
業
所

休
止
な
ど
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
過
ご
す
時
間
が
増

え
ま
し
た
。
今
ま
で
行
っ
て
い
た
定
期
的
な
外
泊
等
が
急
に

な
く
な
る
こ
と
は
入
居
者
の
方
に
と
っ
て
大
き
な
こ
と
で

す
。
こ
の
期
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
か
を
考

え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

一
緒
に
い
る
時
間
が
増
え
た
分
、
一
人
一
人
の
思
い
に
寄

り
添
い
、
細
や
か
に
み
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
な
ぜ
出

か
け
ら
れ
な
い
の
か
を
繰
り
返
し
丁
寧
に
伝
え
、
表
情
や
様

子
等
を
み
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
入
居
者
の
方
も
始
め

は
週
末
に
な
る
と
そ
わ
そ
わ
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
自
分
の
中
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
期
間
中
は
、
野
菜
栽
培
や
洗
濯
物
干
し
・
食

堂
な
ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
清
掃
・
作
品
作
り
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
生
活
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と

は
大
変
で
す
。
し
か
し
こ
の

自
粛
期
間
を
通
し
て
入
居
者

の
方
が
、
色
々
な
こ
と
を
学

び
、
成
長
す
る
機
会
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
気
を
抜
け
ま
せ
ん

が
、
日
々
の
生
活
が
豊
か
に

な
る
よ
う
、
ま
た
今
後
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
為
我
井
） 

 

青
嵐
荘
療
護
園
で
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通

し
て
ご
利
用
者
の
日
常

生
活
や
社
会
貢
献
活
動

の
成
果
な
ど
を
紹
介
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新

た
な
閲
覧
者
を
獲
得
し

に
く
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
、
情
報
発
信
の
在
り
方
を
再
考
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
よ
り
発
足
し
た
「
広
報
委
員
会
」
の
メ
ン

バ
ー
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
様
々
な
取
り
組
み
や
情
報
を

写
真
中
心
の
よ
り
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
タ
イ
ル
で
発
信
し
た
い

と
の
結
論
に
至
り
、
新
た
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

管
理
・
運
用
は
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を

執
筆
し
て
い
る
時
点
で
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
」
は
八
〇
〇
人
を
超

え
、
想
像
以
上
の
反
響
に
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
ま

た
、
「
い
い
ね
！
」
を
押
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
を
拝
見
す
る

と
、
福
祉
事
業
所
の
方
々
が
と
て
も
多
い
事
が
分
か
り
ま
す

（
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
！
）
。 

 

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け

ず
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
ご
利
用
者
と
日
々
奮
闘
す
る

職
員
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
投
稿
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
連
動
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
好
き
な
サ
ー
ビ
ス
で
ご
覧
下
さ
い
。
た
く
さ

ん
の
「
い
い
ね
！
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
髙
橋
） 
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編  

集  

後  

記 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
発
生
か

ら
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
仕
事
の
仕
方
を
再
考

し
新
た
な
仕
事
の
仕
方
へ
の
変
革
の

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
特
に
時
間

の
使
い
方
や
会
議
の
在
り
方
に
お
い

て
は
こ
れ
か
ら
も
同
じ
形
態
を
維
持

し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
光
） 

  

私
の
出
身
地
で
あ
る
山
形
県
に

は
、
冷
や
し
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
文
化

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
影
響
か
ら
最
近

の
山
形
県
で
は
、
冷
や
し
マ
ス
ク
が

自
動
販
売
機
で
発
売
さ
れ
、
売
れ
行

き
は
好
調
な
よ
う
で
す
。
仕
組
み

は
、
両
頬
に
あ
た
る
内
側
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
保
冷
剤
を
入
れ
る
だ
け
で
す
。

文
化
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
発
想
が
広

が
り
ま
す
ね
。 

（
剛
） 

  

今
年
度
よ
り
新
た
な
編
集
委
員
と

し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
芳
香
会
の
取

組
み
や
様
々
な
事
業
所
の
活
動
な
ど

ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
芳
香
会
五
〇

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
な
の
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
（
礼
） 

  

先
日
、
八
月
末
で
と
し
ま
え
ん
が

閉
園
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
私
の
実
家
か
ら
自
転
車
で
行
け

る
距
離
に
あ
り
、
長
期
休
み
に
は
毎

日
の
よ
う
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
家
族
や
友
達
と
の
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
場
所
が
無
く
な

る
の
は
寂
し
い
で
す
。
こ
れ
も
時
代

の
流
れ
な
の
か
な
と
感
傷
に
浸
っ
て

い
ま
す
。
（
麻
） 

※写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。 

９月中旬   第１回事務員学習会 
 

９月２６日  第３回 障害者福祉セミナー 

 

１０月上旬  交通安全講習会 
 

１１月上旬  法人内ヒアリング 
 

１１月７日  理事会 
 

１１月２１日 評議員会 
 

１１月下旬  移動献血事業 
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二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
九
日
付
で
結
城
市
七
五
三
場
自
治
会
と
芳
香
会
が

災
害
時
に
お
け
る
対
応
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
調
印
式
は
断
念
し
ま
し
た
が
、
四

月
十
四
日
法
人
本
部
に
て
報
告
会
と
写
真
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
方
と
協
力
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
茨
城
新
聞
よ
り
取
材
が
あ
り
、
四
月

二
十
一
日
付
の
茨
城
新
聞
で
報
告
会
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

今
年
四
月
よ
り
、
上
大
野
地
区
に
託
児
所
ひ
ば
り
が
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
芳
香
会
職
員
の
お
子
様
は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
の
お
子
様
の
お
預
か
り
も

可
能
で
す
。
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

［ 託児所ひばり（外部）］ 

開園日 ：月曜日～土曜日 

開園時間：8：30～17：30 

対象年齢：0歳児～就学前 

保育料 ：日額    1,600円 

     半日（4H）  800円 

昼食代 ：1食 350円（おやつ込） 

教材費 ：月額500円※ 
      ※教材費は週1日以上、または月4日       

       以上の利用があった場合請求。 

お問合せ：芳香会法人本部 

     ☎ 0280-97-1027 

     ✉honbu@houkoukai.or.jp 

【不織布マスク】 

NPO法人抱樸様、北つくば農協葬祭㈱様、株式会社カナミックネット

ワーク様、株式会社ロングライフ様、アビリティーズケアネット株式

会社様、有限会社森ファームサービス様、茨城県障害福祉課様、古河

市障害福祉課様、古河市高齢介護課様、古河市子ども福祉課様、結城

市様、川面愛美様 

療護園・ケア・アシスタンス・たま保育園ご家族様 

【布マスク・ガーゼマスク】茨城県障害福祉課様、療護園ご家族様 

【次亜塩素酸水２ℓ】牛ヶ谷保育園ご家族様 

【フェイスシールド】 

京三電機様（古河市を通していただきました。） 

【エンボス手袋】川面愛美様 
 




